Eine Betrachtung über die deduktive Rechts-und Tugendlehre von Kant（5） by 坂本 武憲
序論─カントの演繹的行為規範学（)


























































































































































































































(225) Kant, Grundlegung, S. 63-66.
(226) 「私はこの命題を，ここでは公準・要請として提示する。そのことの理由は，
最後の節（本稿後掲（b）に掲げる節と思われる─筆者）に見出されるであろう」
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(251) Kant, Grundlegung, S. 95-96.
